
令和8年1月 

日動協：教育セミナーフォーラム 2026のご案内（案） 

公益社団法人日本実験動物協会 

 

（公社）日本実験動物協会では、今年度の教育セミナーフォーラムを、下記の内容で WEB形式（ビ

デオ・オン・デマンド）にて開催いたします。 

今回のテーマを「実験動物の感染症と微生物モニタリング検査技術の最新情報」とし、実験動物

の感染症、微生物モニタリングに関する専門家の先生方に最新の情報を紹介いただくほか、実験動

物生産施設及び動物実験施設におけるモニタリング検査の考え方や課題などについてご講演いた

だき、御自身の施設で行っているモニタリング検査を見直しする機会になければと考えました。 

今回の教育セミナーフォーラムが、実験動物技術者をはじめ、動物実験業務に携わる皆様

に、実験動物の感染症や微生物モニタリング方法の最新の情報を届けられる機会となることを

期待しております。なお、受講者には修了証を交付いたします。 

 

記 

 

テーマ : 「実験動物の微生物モニタリング検査技術の最新情報」 

WEB（オンデマンド）配信日程 : 令和8年3月9日（月）正午～3月23日（月）正午 

質問受付期間 : 令和8年3月9日（月）～3月24日（火） 

受講費 :  

当協会正会員 ：1,650円（講演録・税込み） 

当協会賛助会員 ：2,200円（   同上   ） 

実験動物技術指導員及び準指導員：1,650円（   同上   ） 

一般受講者 ：3,300円（   同上   ） 

受講申込み : https://sympo.adthree.net/nichidokyo-kyoiku2026/etr.html 

受講申込み期間 : 令和8年1月13日～2月6日  

備考：① 正会員、賛助会員とは、あなたの所属する会社が当協会の正会員、賛助会員である

ことをいい、日本実験動物学会や日本実験動物技術者協会の個人会員とは異なりま

すのでご注意ください。 

② 受講費の金額・お支払方法につきましては別途ご案内します。 

③ 受講をキャンセルされる場合は、必ず事務局へご連絡ください。 

④ いったん振り込まれた受講費は、理由の如何に関わらず返金いたしません。 

⑤ 受講者には、開催前に「視聴方法等に関する資料」を配信します。 

  

https://sympo.adthree.net/nichidokyo-kyoiku2026/etr.html


教育セミナーフォーラム 2026プログラム  

テーマ：「実験動物の感染症と微生物モニタリング検査技術の最新情報」 
 

開催要領： 
・オンデマンド配信：令和 8年 3月 9日（月）正午～3月 23（月）正午 
・質 問 受 付 期 間：令和 8年 3月 9日（月）～3月 24日（火） 
 

・開会の挨拶 

（公社）日動協会長、教育・認定委員会担当理事 久和 茂（東京大学） 

                                     約 15分 

・座長挨拶 

（公社）日動協 教育・認定委員会委員 小山 公成（(株)ケー・エー・シー） 

約 10分 

 

１．遺伝子組換え動物、免疫不全動物に対応した微生物モニタリング及び検査項目の 
見直し（仮題） 

林元 展人（（公財）実中研） 

約 30分 

２．個別換気ケージ（IVC）システムを含む新しい実験動物の飼育設備の開発・導入に 

伴う微生物モニタリング方法の検討（仮題） 

渡邊 利彦（中外製薬(株)） 

約 30分 

３．実験動物生産施設における微生物モニタリング検査の実情（仮題） 

丸山 滋（ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン(株)） 

約 30分 

４．動物実験施設における微生物モニタリング検査の実情（仮題） 

 長沼 佑季（アステラス製薬(株)） 

約 30分 

５．微生物を用いる遺伝子組換え動物実験に関する最新情報（仮題） 

三浦 竜一（東京大学） 

約 30分 

 

６．「ビジュアルガイド 実験動物の感染症と微生物モニタリング」の紹介（仮題） 

保田 昌彦（（公財）実中研） 
約 15分 

 

 


